
様式１（高等学校）
【高等学校用】

令和7年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 最終評価

（１）共通評価項目

評価項目
進捗度
（評価）

達成度
（評価）

評価

B B B 教務

A A A 教務、商業課

A A A 保健

B A A 生徒支援

●健康・体つくり A A A 保健

●業務改善・教職員の
　働き方改革の推進 A A A 管理職

●特別支援教育の充実 A A A 保健（教育相談）

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目
進捗度
（評価）

達成度
（評価）

評価

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

・検定取得については、日々の授業で、進路意識
の高揚と教育課程での位置付けを説明し、取得奨
励を行ってきたため、本年度は全商検定では合格
率は前年比＋4.7％となりR6・７と2年連続向上して
いる。

・時間が限られた中での挑戦は、前年比よりUPし
て素晴らしい。これを継続できるようにしてほし
い。
・合格率の向上はもちろん、上級受験数が多く素
晴らしいと思う。

学校名

５　重点取組内容・成果指標

・一人一人に合わせた学習教材は、生徒にとって
とても良いと思う。これからの成長を期待する。
・主体的に取り組む様子が見られたとの事、今後
の学力向上に結びつく事を望む。

・現時点で学びの基礎診断テストの結果データ
がないが、数値目標を達成できるよう学力教科
月間を利用し指導を行ている。生徒も意欲的に
取り組んでいる。
・ＩＣＴを積極的に利活用し、特に「総合的な探
究の時間」においては、生徒が主体的に取り組
む様子が顕著である。

・学びの基礎診断テストに対する数値目標50％に
対し42％で達成することができなかった。次年度
は、新たに導入するＡＩ型学習教材「すらら」を活用
し、学力の伸長を図りたい。
・主体的で対話的な深い学びに対するアンケートを
実施した結果、「学習への意欲が高まった」と答え
た生徒の割合が約90％で、目標値の60％以上を大
きく上回った。

・検定取得については、受験指導途上であるた
め評価は見込みであるが、取組状況や生徒の
学習意欲は十分である。

佐賀県立佐賀商業高等学校　定時制課程

●学力の向上

○自己実現のために検定取得の推奨 ○検定取得に対する意欲を高め、受験者の合
格率を前年度よりも向上させる。
〇学ぶ楽しみを見つけ、生涯学習の意義を理
解する。

・科目指導の中で経済の仕組みや情報社会の
しくみについて理解させ、個に応じて検定合格
のための支援を行う。

○基礎学力の向上

○主体的で対話的な深い学びの探究

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価 学校関係者評価

意見や提言取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗状況と見通し 実施結果

●心の教育

●生徒が、自他の生命を尊重する心、他者へ
の思いやりや社会性、倫理観や正義感、感動
する心など、豊かな心を身に付ける教育活動

○他者を思いやることの大切さに気づく生徒の
割合を80%以上とする。

・スクールカウンセラーによる心の授業や、各種
講演会を通して、思いやりの心を持つことの大
切さを伝える。
・性に関する講演を実施する。

・4月、 スクールカウンセラーによる心の授業を
実施した。
・性教育講演会（7月）、エイズ予防講演会（10
月）を実施した。

・食育に力を入れた結果がアンケートにも出てい
ると思う。引き続き、体も心も育てる食育をお願い
したい。
・とても丁寧な指導がなされていると思う。就労学
生もいるので、今後とも力を入れてほしい。

・なかなか細かい所までの指導は難しいと思う
が、素晴らしいアンケート結果も出ているので、引
き続き支援をお願いしたい。
・他を思いやることは、在学中より社会に出てより
大切であることを丁寧に伝え、生徒の成長に寄り
添ってほしい。

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組
の充実

○いじめ防止等について組織的対応ができて
いると回答した教員の割合が90％以上とする。

いじめの認知・覚知に対する対応マニュアルを
作成・見直しを行い、いじめの対応についての
研修・会議（いじめの定義、いじめの防止等のた
めの取組、事案対処等）を年間に２回以上行
う。

・5月に第1回いじめ体罰等対策拡大委員会を
行い、その中でいじめ防止の基本方針を確認
した。
・6月に職員会議でいじめの対応に関して、全
職員で対応の仕方を確認した。
・いじめ覚知・認知は今年度現時点で２件で、
昨年度は2件であった。職員による見守りを継
続して行っている。また集会の折に全学年に対
して、いじめに対する注意喚起を行った。

・毎月、全職員参加の生徒情報交換会を実施し、共
通の視点で生徒観察を行う体制ができた。いじめ
の覚知３件、認知２件であった。
・いじめの覚知・認知に対する対応マニュアルを再
確認した。また、いじめの対応についての研修・会
議（いじめの定義、いじめの防止等のための取組、
事案対処等）を２回行った。
・いじめ防止等について組織的対応ができていると
回答した教員の割合は90％以上となった。
・日常の取り組みについては、特に支援を重視し
た。その結果、生徒たちは落ち着いて学校生活を
送ることができた。

・様々な生活環境でのSNSの普及拡大がある中、
しっかり対応されていると思う。
・相談しやすい環境があることに感謝いたします。
・生徒連絡会で全職員が共通理解の上、指導に
当たられているのは素晴らしい。精神的な落ち着
きにつながると思う。

●「望ましい食習慣と食の自己管理能力の育
成」

●「健康に食事は大切である」と考える生徒の
割合を90％以上とする。

・ホームルーム活動等で給食を題材とした指導
や食育講話を実施する。
・｢食育だより｣｢保健だより｣、掲示板や電子黒板
を活用し情報提供する。
・担任と連携し、生徒の食習慣や生活習慣を把
握する。
・学校医、保護者、関係機関と連携し、健康教
育や保健指導を実施する。

・「食事・健康に関する調査」（４月）を行った
際、健康に食事は大切である」と考えている生
徒は、９７．２％だった。
・給食の時間等で給食を題材とした指導を毎時
行っている。
・「食育だより」「保健だより」を発行した。
・７月に「食事・健康に関する調査」を実施した。
・学校歯科医による「歯科講話」を１１月に実施
する予定である。

・「健康に食事は大切である」と考える生徒の
割合は、100％以上（１月時点）で目標を達成し
た。
・給食の時間に電子黒板を利用して食に関す
る情報提供を行った。

・他者を思いやることを配慮した言葉遣いや行動を
心掛けている生徒の割合は80%を超え、目標を達成
した。一方、言葉遣い等には気を付けているにもか
かわらず、相手に不快な思いをさせてしまっている
状況が見られる。

・前年度に比べ２９回と回数も増え、環境づくりに
対してもとても素晴らしい結果が出ていると思い
ます。
・保護者が相談しやすい雰囲気が作られているこ
とは素晴らしい。

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の削
減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間
の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1人当たり
の年次休暇の取得日数１４日以上

・業務のICT化を一段と進め、効率化、ペーパー
レス化を促進する。
・休暇についての正確な情報を職員に提供し、
適切な休暇を取得できるよう指導する。

・9月時点での時間外在校等時間で45時間を
超えた職員は０名である。
・年休10日以上取得者が７名（５０％）（職員一
人当たり１１日）である。他の休暇も取りやすい
雰囲気づくりに努めている。

・時間外在校時間を超えた職員は０名であった。
・年次休暇１４日以上取得の職員は８名（５７％）で
あった。また、その他の休暇を積極的に取得できる
雰囲気がある。

・より休暇を取りやすい環境を整え、休暇取得の
向上に努めてほしい。
・良い結果も出ているとは思いますが、先生方も
しっかり心身の疲れやストレスを解消するために
もきちんと有休消化をしていただきたいです。

●教職員の専門性の向上と共通理解の深化 ●情報交換会等や研修会の内容を個々の生徒
への対応に生かすことができたと感じる職員を
80％以上とする。
●教育相談担当者会を月２回以上実施する。

・毎月の生徒情報交換会を充実させる。
・教育相談担当者会での情報交換及び共有を
充実させる。
・生徒が職員に相談しやすい雰囲気づくりを心
がける。
・職員研修で専門性の向上を図る。

・教育相談担当者会は１８回実施（１０月末時
点）充実した情報交換ができている。
・毎月の生徒情報交換会で、情報の交換及び
共有が活発に行われ意義のあるものになって
いる。
・相談しやすい雰囲気を作れている。

・教育相談担当者会は２９回実施（1月14日時点）
し、充実した情報交換ができている。
・毎月の生徒情報交換会も活発に行われ、生徒へ
の対応に生かすことができたと感じる職員の割合
は100％となり、意義のあるものになっている。
・相談しやすいと答えた生徒、保護者の割合は９
５％、８５％で、話しやすい雰囲気となっている。

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗状況と見通し 実施結果 意見や提言

○キャリア教育

○キャリア教育の充実 ○年度内に卒業予定者全員の進学先及び就職
先を決定する。

○自己実現に向けた進路意識醸成の一助とし
て、卒業生等の講演会や説明会を２回以上開
催する。
〇就職希望者は100％正社員としての就職内定
を目指す。

・担任、生徒及び保護者との情報共有を密に行
い、生徒個々人の進路目標に即した情報収集
と情報提供を行う。
・本校卒業生や学校関係者、ハローワーク等と
連携し、生徒が身近に実感できる講演、説明会
を実施する。

B

６　総合評価・

　　次年度への展望　（簡潔に）

★唯一無二の誇り高き学校作り

★修学旅行プロジェクトⅠ・Ⅱの実施 ★事後アンケートにおいて生徒の満足度を80％
以上とする。
★自分の学校を中学生に勧めることができる生
徒の割合８０％以上、教職員の割合８０％以上
にする。
〇学校見学者を10名以上にする。

・生徒自身が行き先や日程等について調査、研
究し、企画案を作成する。
・修学旅行プランについてのプレゼンテーション
を実施し、行き先を決定する。
・修学旅行報告会を実施する。
・HP等による広報活動を積極的に行う。

○学びの基礎診断テストの平均GTZ（学習到達
ゾーン）が、昨年度より向上した生徒の割合を
50％以上とする。
○主体的で対話的な深い学びとなる授業改善
を行い、「調査研究やプレゼンテーション、話し
合いなどを通して学習への意欲が高まった」と
答えた生徒を60％以上とする。

・９月を学力強化月間とし、国語・数学・英語の
主要３教科を重点的に指導する。

・シラバスの見直しや改善、ＩＣＴの利活用を通し
て、生徒が主体的にかつ深い学びができるよう
な授業改善に取り組む。

・食育の取り組み、修学旅行など生徒中心の改善が良かった。引き続き生徒の視点に立った取り組みを行っていく。
・不登校経験や特性を持つ生徒への対応をさらに充実させる。
・次年度に導入予定のAI学習教材「すらら」の活用を行い、個に応じた学習支援を充実させる。

・３年生は全校生徒に向けて、修学旅行企画発表
会を行った。プレゼンテーションソフトを使用して、ク
ラス全員で協力して発表した。質問にも的確に答え
ることができていた。事後の生徒アンケートでは、大
半の生徒がわかりやすい説明だったと答えてい
た。・2年生もクラスでプレゼンテーションを行い、行
き先を決定する予定。HPの更新に伴い、見学者も
増加傾向にある。

A

・修学旅行事後アンケートで、大変良かった・良かっ
たと答えた生徒が１００％で、生徒の満足度は高
かった。
・中学生に勧めることができると肯定的に答えた生
徒の割合が約80％、職員が100％と目標値を達成
することができた。
・学校見学者は、目標値10名以上に対し25名で
あった。目標の２倍以上を達成することができた。

AB

・昨年度同様、プレゼンからの実施実現は素晴ら
しい。先生方にとっては、大変でしょうが、次年度
も沢山の生徒から笑顔がでて楽しく過ごせるよう
ご指導お願いしたい。
・修学旅行の企画発表会を行い、内容を検討して
実施、満足度１００％という結果は素晴らしい。
・学校見学者が増えている点も評価できる。

教務、修学旅行担当

・今年度は、４年制大学への受験など積極的に学
力や意欲の向上が見受けられるので、明確な目
標設定や環境を整えて、これからも頑張ってほし
い。
・内定１００％、大学受験への挑戦など、生徒の頑
張りが表れている。

進路支援

・計画に基づき、外部講師を招いての研修会や
進路ガイダンスを実施し、生徒の進路目標の
設定及び具体的取組について意識の醸成を図
ることができている。
・就職については、内定率75％、進学について
は四年制私立大学への進学希望者もいるた
め、現段階では合格率の記載はできない。

A

・年間計画に基づき、外部講師を招聘しての研修
会・学習会を計４回実施し、生徒の自己実現に向け
た意識の醸成に繋げることができた。
・学校評価アンケートの結果から、学習意欲を高め
るための指導法の改善や職業観育成のための取
組に対し、生徒・保護者ともに肯定的な回答が90％
を超えた。
・就職内定率は100％、進学についても私立大学希
望者を除き、100％を実現できた。

A

２ SAGAスクール･ミッション

学校教育目標

〇中部地区の定時制高校として、これからのビジネスに必要な知識と技術の習得を通じ、地域社会に貢献できる人材を育

成する。

１ 前年度

評価結果の概要（簡潔に）

・今年度の目標に対して、すべての項目で十分達成できたと考えられる。

・多様な生徒に対する教科指導・生徒支援両面での対応は今後も重みを増すもの考えられるため、今後も一層の職員間

の情報共有や意思統一を図り、指導を行っていく。

３ スクール・ポリシー

アドミッション･ポリシー カリキュラム･ポリシー グラデュエーション･ポリシー

〇自分の将来の進路を真剣に考え、意欲的に学習に取り組むことが

できる生徒

〇「働きながら学ぶ」という定時制の生徒としての自覚を持ち、

しっかりとした職業観を身につけようという意思のある生徒

〇豊かな心を持ち、他者への思いやりがあり、他者と協働すること

ができるなど、社会で生活するための能力をさらに伸ばそうとする

姿勢の生徒

社会人として活躍する力を身につけ、望ましい職業観や

勤労観を育成する教育を行うために、就職系列、進学系

列、教養系列の３つの系列で複数の選択科目を設定して

います。それぞれの進路希望に応じた科目を選択できる

ようにし、生徒が進路実現に向け主体的に学ぶことがで

きる教育を行います。

〇授業等を通して、知識・技能の習得を目指します。

〇課題解決のための実践的な学習を通して、課題対応力を身につけます。

〇教育活動を通して、他者と協働する中で、協働性を身につけます。

〇情報モラル教育等を通して、規範意識とモラル・マナーを身につけま

す。

〇多様性・多文化理解を通して、共生力を身につけます。

〇学習活動や各種検定取得への挑戦を通して、主体性と自己肯定感を身

につけます。

４ 本年度の重点目標

・学習指導、学校行事や部活動を通して、真の学力を育

成する

・生徒の主体性を高め想像力を育成する教育活動

・企業や大学、地域と共働し、外部資源を活用した教育

活動の充実を図る

・就職や進学における選択肢の拡充

達成度（評価）

Ａ：十分達成できている Ｃ：やや不十分である

Ｂ：おおむね達成できている Ｄ：不十分である


